
 
 

 

工事写真の撮影について  

 

 都市計画法第３６条及び流山市開発事業の許可基準等に関する条例第

第３６条に規定する工事の検査に係る工事写真の撮影、整備その他必要

な事項を示すものです。ただし、条例第２条第１項第１１号エを除きま

す。  

 

工事写真の種類及び管理  

（１）工事写真の種類  

①  着手前及び完成写真  

②  施工状況写真  

③  材料検収写真  

④  品質管理写真  

⑤  出来形管理写真  

⑥  安全管理  

⑦  災害写真  

⑧  その他（地下埋設物、公害、環境、補償等）  

（２）工事写真の管理  

工事写真は、施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完

成後明視できない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事

中の災害等を判断するものです。これらを写真撮影する場合には慎重

かつ適正に行うものとし、一連の施工状況が判るように整理してくだ

さい。  

なお、工事写真は宅地造成及び各公共施設等の目的用途別でそれぞ

れの工種（構造形式）ごとに分けて管理してください。  

①  工事着手前及び完成写真  

ア）開発区域全体の状況がわかるように撮影すること。  

（１枚に収まらない場合は継ぎ写真にするなど工夫すること。） 

イ）着手前と完成時が対比できるよう同一位置から撮影すること。 

②  施工状況写真  

ア）各工事に規定される手順に基づき施工状況 及び段階完了状況、

工事材料の使用状況など撮影目的を十分に理解した上で撮影
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すること。  

イ）測点や周囲の地形地物を背景に入れる等の方法により目的物の

位置が判るように工夫すること。  

③  材料検収写真  

ア）完成後に数量、形状及び寸法が確認できないものについては、

現場搬入時に必ず検収写真を撮影すること。  

イ）製品に規格及びＪＩＳマーク等の表示を有するものは、それが

判別できるように撮影すること。  

（その他、大臣認定品、製造年月日等）  

④  品質管理写真  

設計内容を十分に理解し、目的に合致した品質管理試験又は測定

の写真を撮影すること。  

⑤  出来形管理写真  

ア）工事検査時において設計図書と容易に照合ができるよう、目的

物の位置及び測点、目盛り等撮影すること。  

イ）各出来形の撮影にあたっては、出来上がり寸法等が判明できる

よう、箱尺やポールなどを使用して撮影すること。  

ウ）各出来形の撮影に当たっては、工事名、工種、撮影年月日、位

置（測点）、設計略図及び寸法等記載された標示板とともに撮

影すること。なお、設計略図等内容は、設計図書と整合させる

こと。  

⑥  安全管理写真  

標識等の設置状況及び交通誘導員等配置状況写真は、万が一、事

故が発生した場合に原因調査資料及び安全管理状況の証拠資料と

なるので、実施段階に応じて撮影すること。  

⑦  災害写真  

工事中に災害を受けた場合は、その被災状況（位置、規模等）が

判明するように撮影すること。  

⑧  その他（地下埋設物、公害、環境、補償等）  

工事中の振動による周辺建築物のひび割れ、造成による井戸水の

枯渇等工事施工に起因して事後に補償問題が発生する場合を想定

し、相当範囲の事物及び事象において施工前の状況を撮影しておく

等事後の問題解決に備えること。  



 
 

撮影基準  

開発事業に係る工事の撮影基準は次の図書を参考にすること。  

（１）宅地造成に関する工事写真は、「宅地防災マニュアルの解説」

（編集宅地防災研究会、平成１９年１２月５日）を参考にするも

ののほか、宅地造成工事の代表的な工種は、表－１に留意して撮

影すること。  

（２）各公共施設等に関する工事写真は、「千葉県土木工事施工管理

基準」及び各管理者の指示する基準に従い撮影すること。  

工事写真の整理  

（１）着工から完成までを工種（構造形式）ごとに工程の順に整理す

ること。なお、事業者は、宅地造成に関して区画ごとに品質を証

明する必要があるため、工事写真は分けて整理し、原本は大切に

保有しておくこと。  

（２）検査の実施に当たり、工事写真は次の写真帳に整理し提出する

こと。  

①  台紙の大きさはＡ４判とし、表紙には許可番号等工事名、工事

場所、施行者名を記入すること。  

②  工事写真に説明を要するものには、文字や図などで説明を付け

ること。  

③  インデックスを付して写真の項目を明示すること。  

 

 



 
 

表－１  

撮影対

象  

内容  撮影のポイント  

全景  工事着手前・完成後

の全景  

宅地及び施設等目的

ごとの全景  

・着手前と完成後で対比できるもの  

土工  表土等不良土の除去

処理状況  

・残土搬出先等の処理が確認できるも

の  

 撤去構造物の処理状

況  

・産業廃棄物（許可処理業者）の搬出

先等の処理が確認できるもの  

 地盤改良状況  ・設計内容（範囲、深さ、セメント配

合量等）と整合していることが確認

できるもの  

 浸出水等地下排水工

の施工状況  

・浸出水の状況が確認できるもの  

・材質、径、敷設（位置、延長）が確

認できるもの  

 盛土前の段切り施工

状況  

・勾配が１５度（約 1:4.0）程度以上の

傾斜地盤の場合  

 盛土材料の敷均し状

況  

・１層当たりの敷均し厚さはおおむね

０．３０ｍ以下（捲出し厚さを丁張

で管理）とする  

 盛土材料の締固め状

況  

・土質、規模に応じた締固め機械が確

認できるもの  

 盛土内排水層の施工

状況  

・材質、径、敷設（位置、延長）が確

認できるもの  

 切土及び盛土のり面

の施工状況  

・切土のり面の浮石除去が確認できる

もの  

・盛土のり面の整形状況が確認できる

もの  

・のり長及びのり勾配が確認できるも

の  



 
 

・設計内容（種別、範囲等）と整合し

たのり面保護工であることが確認で

きるもの  

擁壁工  丁張設置及び床堀状

況  

・基礎底面の状況が確認できるもの  

 基礎工の施工状況  ・材質、幅、厚さが確認できるもの  

（練積み造擁壁は規格寸法を計測）  

 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の配筋

状況  

・擁壁タイプごとに、組立完了全景及

び鉄筋間隔・継手長・定着長等組み

立てが確認できるもの  

・鉄筋種別ごとに使用鉄筋の規格

（ SD345 など）、径等仕様が確認で

きるもの（ﾉｷﾞｽ使用）  

 型枠の施工状況  ・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合、所定の鉄筋か

ぶりが確保できていることが確認で

きるもの  

・伸縮目地等の設置が確認できるもの  

 生ｺﾝｸﾘｰﾄの打設状況  ・ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ等による適切な締固めが確

認できるもの  

・打設日を分けて打ち継ぐ場合、打継

目において適切な処理（ﾚｲﾀﾝｽ除去

等）が確認できるもの  

・ｺﾝｸﾘｰﾄ打設後の打設時期に応じた適

切な養生状況が確認できるもの  

 躯体の出来形寸法  ・擁壁タイプごとに、出来形全景、構

造図と対比した寸法が確認できるも

の  

・セパ穴処理（埋め）が確認できるも

の  

・水抜き穴の配置状況、径が確認でき

るもの  

【練積み造擁壁】  



 
 

・のり長及びのり勾配が確認できるも

の  

【二次製品】  

・使用タイプごとに、設置完了全景、

設計内容と整合したメーカー、寸法

が確認できるもの  

・適切な施工（敷きﾓﾙﾀﾙの設置等）が

確認できるもの  

 裏込め材等の施工状

況  

・止水ｺﾝｸﾘｰﾄの幅、厚さが確認できる

もの  

・栗石等透水層の厚さ、天端からの下

がり寸法が確認できるもの  

・透水ﾏｯﾄ使用の場合は、擁壁用透水ﾏ

ｯﾄ技術 ﾏﾆｭｱﾙ（社団法人全国宅地擁壁

技術協会）に基づく適切な施工（全

景、詳細）が確認できるもの  

【練積み造擁壁】  

・構造図と対比して胴込め及び裏込め

ｺﾝｸﾘｰﾄ、透水層の厚み等寸法が確認

できるもの  

 埋戻しの施工状況  ・適切な締固め方法、締固め機械が確

認できるもの  

・１層あたりの締固め厚さはおおむね

０．３０ｍ以下（捲出し厚さをﾏｰｷﾝ

ｸﾞ）とする  

・展開図等の設計値と対比して見え高

さ寸法が確認できるもの  

 その他  ・ｺｰﾅｰ部の補強についても一般部と同

様に撮影すること  

 

 


